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20232023謹賀新年謹賀新年

一般社団法人　朝倉介護保険事業者協議会　会長　稲葉 圭治

　謹んで新春のお祝いを申し上げます。皆様におかれましては、ますます
ご清栄のこととお慶び申し上げます。今年も変わらぬご指導、ご鞭撻のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。

　昨年も新型コロナウィルスの世界的流行が続きました。人類とウィルス
との戦いは度重なる出現により常に後手に回らざるを得ず、厳しいものとなりました。感染力の強い変
異株を前に、多くの施設で新型コロナウィルスの猛威を感じる機会があったかと思います。未曽有の局
面に苦慮し、右往左往しながら状況を打開しようと奮闘された施設も数多くあったことと推察いたしま
す。しかし、大きな坂を越えた経験や得られた教訓は、今後の施設運営において大きな資産として残り
ます。チームワーク、働き方、非常時の対応など、コロナ禍で培われた組織力は、今後、さまざまな局
面で生かされるはずです。コロナ禍はより強靭な施設へと生まれ変わる契機となった、といえる日がきっ
ときてくれるものと願うばかりです。

　一方、克服までの道のりは見えないまでも、コロナウィルスとの付き合い方に関する知見が蓄積され
てきました。日本政府はじめ、世界各国では都市封鎖や行動自粛要請、経済活動の制約など、市民生活
に過度の負担を強いる封じ込め・撲滅政策から、経済を動かしながら感染をコントロールするウィズコ
ロナ政策へと変化し、新たな時代の幕が上がりつつあるように感じられます。

　この潮流において私たちはどのような事業運営をしていくのか、何をなしえるのか、利用者様の満足
をいかに向上することができるか。多様化する社会のなかで、変化に対応するチャレンジを続けていく
ことがより強く求められていると思います。会員同士、助け合いながら、この難局を乗り切りましょう。

　最後になりますが、皆様の益々のご発展とご健勝を祈念し、新年のあいさつとさせていただきます。
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事業報告Ⅰ　行政との意見交換会

　令和４年 11 月 18 日（金）行政との意見交換会が筑前町の健康福祉館 ( めくばーる ) 多目的室にて開催され
ました。今年も、当協議会役員と各専門部会長、各市町村担当課長、広域連合朝倉支部長などが出席し、感
染対策を設けての開催としました。

　会長あいさつ、当協議会の活動報告の後、各行政より、事前質問に対する回答、地域循環バス・配食サー
ビスなど介護保険外サービスの取り組みを紹介して頂きました。その後は、各専門部会長と各行政との間で、
今後のまちづくり連携に向けた意見交換や質疑応答を行いました。
　・意見交換　①自然災害時の対応について、②介護人材の獲得と育成について
　・質疑応答　①要介護者の避難場所について、②緊急時ショート受け入れについて
　・行政から　①事業所等に対する物価高騰対策支援金について、②オンデマンド・バスについて

　今後も行政等との意見・情報交換を行いながら、地域の発展に寄与していきたいと思います。

事業報告Ⅱ　部会活動報告

小川内科・胃腸科医院　小川 紘太郎居宅療養管理指導部会
　居宅療養管理指導は医師、歯科医師、薬剤師などが通院困難な利用者に療養上の管理、指導を行うサービ
スです。
居宅療養管理指導部会は現在 30 事業者と多くの事業者が所属していますが、部会としてまとまっての活動は
ほとんど行われていないのが現状です。今後もそれぞれが自己研鑽を積みながら、介護事業者のみなさんと
連携、協力して地域の方々のよりよい生活に貢献できればと思います。
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事業報告Ⅲ　令和４年度　 第２回スタッフセミナー

　令和４年１０月１４日（金）、朝倉市総合市民センター（ピーポート甘木中ホール）にて令和４年度第２回
スタッフセミナーが開催されました。
　セミナーの内容は、「認知症と地域生活支援」と言うテーマで、医療法人社団誠仁会　在宅部次長の党一浩
氏を講師に迎え講演をしていただきました。
　今回のセミナーでは、介護保険の３原則である「自立支援」「自己決定」「日常生活の継続」を念頭に、認
知症とはどのような状態かを再確認しました。また、年齢階級別推
定認知症有病率が５歳刻みで倍増し、９０歳以上では６割が認知症
になるという話を聞き、自分の仕事でもほとんどの方が何らかの認
知症を有しておられると数の多さを感じています。
　「誰でもいつかはなる。」と思えばこそ、認知症の経過（心理社会
的構造）“ からくり ” を十分理解していくことは大事であり、ひと
りひとりが認知症の理解を深めることで認知症になっても安心して生活できると共感しました。
　私自身ケアマネの仕事をしていく上で努めていることがあります。利用者に認知症があるなしにかかわら
ず、高齢な方は言いたいことがまとまらなくなったりうまく表現できなかったりされることがあります。そ

んな時は言いたいことを少し補い、時間をかけて聞き取ると会話が成立し
どんどん自分から話をしてくれるようになり、警戒心が取れ笑顔で迎えて
くださるようになります。その反面、同居中のご家族へ認知症の理解を促
すことはとても難しいと感じています。
　まじめで責任感の強い介護者であればあるほど叱ってしまったり、何度
も同じ説明をして疲れてしまい、最終的に施設入所を希望してしまわれる
ことがあります。認知症の方との信頼関係は比較的早くにできても、その

ご家族に認知症の方の介護の仕方について、理解を深めるのはとても難しく、ご本人の「今までの暮らしを
続けたい」を支えられなくなり関係が終わり力のなさを感じます。
　そのような中、福岡市では「認知症の人が安心して暮らせるまち」「認知症でない人も暮らしやすいまち」
をスローガンに政令指定都市初の福岡オレンジパートナーズ　認知症の人の「支援」から「活躍」へステッ
プアップし企業も一緒に取り組みを始めているとの講演で、新たな取り組みにうれしい気持ちにもなりまし
た。今後は福岡市だけでなくこの地域も前向きな取り組みが始まればと期待したいと思います。
　党先生、大変有意義なご講演をありがとうございました。

居宅介護支援部会　ケアプラン ととと　山上 智美「認知症と地域生活支援」
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事業報告Ⅳ　褥瘡予防研究会

　褥瘡予防研究会は朝倉圏内の「褥瘡ゼロ」を目指し、事業者協議会の会員方の連携強化、褥瘡予防に関す
る知識・技術のスキルアップを図り、地域の利用者への還元に寄与する事を目的に活動しています。
昨年度からお知らせしておりました「褥瘡予防評価シート」類の作成を行い居宅部会や福祉用具部会の方と
運用実施を開始しております。
　研修会の開催が難しい中、ZOOMを使った研修会も始めて
います。更に、各事業所や施設で学ぶ機会を持てるよう、
「床ずれケアDVD」や、「床ずれケアナビ」本の貸し出しを
行います。詳しいことは事業者協議会のHPでお知らせしてい
きますのでご活用ください。

ニーズケアプランサービス　梅木 ゆかり

　今回、紹介させていただくのは、JA 筑前あさくら元気プラザの

平井寛子さんです。

　３年前、私が今の職場に入職して初めて担当した利用者様の介

護支援専門員が平井さんでした。平井さんは経験豊富でとても気

さくで、なんでも相談できる方です。訪問リハビリでは定期的に

病院受診していただかなければならないのですが外出困難な方も

多く、送迎の調整や介護タクシーの手配をしていただいたり、と

ても助けられました。訪問リハビリの様子をよく見学しに来られ

る信頼のあるケアマネージャーさんで利用者様との会話をとても

大事にされています。利用者様のことを第一に考え、強い信念の

ある方で私も見習わせていただいています。

　そんな平井さんですが休日は愛するワンちゃんとドックランにはまっているとのことです。とても楽しそ

うにワンちゃんの話をされていたのが印象的でした。これからも利用者様の事で相談させていただくと思い

ますがよろしくお願いします。

　今後の平井さんの更なるご活躍を願い、紹介文とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介文：香月病院訪問リハビリテーション　冨永 浩一

JA 筑前あさくら元気プラザ の 平井 寛子さん

次回は平井さんからの紹介で「朝老園ひさみつ　中村 亜矢さん」です！
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　「趣味はなんですか？」と聞かれ、私が頭にポン！と浮かぶのは「映画鑑賞」。
映画館に通いつめ、気に入った映画は二回、三回と見に行っていました。何度もみる映画は視点を変え、主
人公以外の目線で見たり、伏線を探したり…さらに気に入ったものはＤＶＤ（昔はビデオ）を購入、映画パ
ンフレットのコレクションもかなりの数が本棚を埋め尽くしていました。映画監督になりたい！と進路希望
で担任に言い、あきれられたり。…が、友人、知人は、「石井の趣味」というワードに皆口をそろえて「バ
レーやろう？」と言います。

　私は小学校4年生から、大学卒業までバレーボール部に所属していました。
また、社会人サークルにも所属し、現在もママさんバレーのチームで活動して
います。けれど、「趣味」と言われると、首をかしげてしまう感じでした。そ
れはきっと私がいまだに「ガチ」だったからだと思います。ママさん、と言っ
ても、県大会を目指し、負ければ悔しい、調子が悪いと落ち込み…とにかく一
生懸命に、私はずっと現役気分でした。中、高は県でベスト4程度の強豪校で、
大学も九州2部リーグ、1部昇格を目指し毎日練習に励んでいました。ポジショ
ンはレフト、アタッカー。本当に「ガチ」で頑張っていたのです。だからで
しょう。趣味、と言われるとピンとこない感じだったのです。しかしながらコ
ロナ渦、練習がなくなり、試合も軒並み中止となりました。バレーをする機会を失い、さらに追い打ちをか
けるように、体の不調で受診したところ「運動はしないでください。」との先生の言葉。

　コロナが収束の兆しを見せ少しずつ活動が再開しても、運動のできない体となってしまい、本当に寂しい
気持ちになりました。継続して治療を行っていましたが、前回の受診時、先生から「軽い運動ならいいです

よ。」とのお言葉をいただきました。「やった！」…先日、久しぶりの練習に参
加してきました。小学校からアタッカーひと筋の私でしたが、さすがに体への負
担を考え、後衛（レシーバー）での参加となりました。…が、楽しい！やっぱり
楽しい！時々我慢できず、後ろからスパイクしてしまいますが（笑）みんなでや
るバレーってこんなに楽しかった！？目からうろこ、チームの皆やバレーができ
ることに感謝の気持ちでいっぱいになりました。
以前はやっぱり勝ちたい、勝たないと楽しくない、と思っていましたが、今は違
います。
どんな形でも、バレーが楽しい、やり続けた
い、と。

…あなたの趣味はなんですか？
私は笑顔でこう答えます。

「私の趣味はバレーボールです。あ、あと映画
を見るのも好きです！！」

デイサービスセンター清和園　石井 加奈～「ガチ」から「趣味」へ、私の変化～
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新年おめでとうございます。本年も当協議会活動へのご支援ご協力をお願いします。
2023 年の干支は「癸卯（みずのとう）」です。卯年は、芽を出した植物が成長していき茎や葉が大きくなる時期で、目に見えて
大きく成長する年だと言われます。また世界各国でもうさぎは「縁起がよい」と親しまれており、足が速く災難からいち早く免
れられる、としてお守りのデザインなどにも用いられています。逃れたい災難と言えば…そう、アレ !!
うさぎのご加護で、アレの感染スピードより速く、治療や予防できる日が来るといいですね。　　　　　　　　（広報部：尾花）

徒然日記
甘木中央病院訪問看護ステーション　久保山 幸会

～良き仲間、良き家族に恵まれて～

　私は訪問看護に携わって３年目の、まだまだ未熟な新
米訪問看護師です。
　これまで急性期病棟での経験しかなく、在宅は未知の
世界でした。そんな私にある日突然、訪問看護の話があ
り、管理者を命じられたのです。その場での返事を求め
られ、家族に相談もできず、途轍もない不安と恐怖が襲
いかかってきました。訪問看護だけでなく、在宅の右も
左も分からない私が管理者？しばらく悩みました。私が
決断したことに家族は暖かい言葉をかけてくれ、ホッと
したのを思い出します。
　やるしかない、ただただ自分に言い聞かせ初日を迎え
ましたが、スタッフはみんな優しく私を出迎えてくれま
した。年下で訪問看護経験ゼロの管理者に不安があった
と思います。しかし、嫌な顔一つせず、私が悩んだ時は

親身になって一緒に考えてくれます。分からない事は先
輩として丁寧にアドバイスしてくれます。嬉しい事があ
ると一緒に喜んでくれます。家族もまた、私の帰りが遅
くとも文句一つ言わず、協力してくれています。
　安心して自分のペースで一歩一歩成長できるのも、訪
問看護という仕事にやりがいを感じ、充実した日々を送
れているのも、全ては良き仲間、良き家族のおかげだと、
心の中ではいつもいつも感謝の気持ちでいっぱいです。
　不安から始まった訪問看護でしたが、今では心の底か
ら訪問看護に携わることができてよかったと言える私
です。親から頂いた私の名前そのもの、「幸」せに巡り

「会」えたと感じています。

介護スタッフリレーコラム

　私は特別養護老人ホームの介護職員として働き始めて約 2 年経ちました。なんで介護をやってみようと
思ったのか。きっかけは私の母でした。母が祖父母を介護してる姿を見てとても大変そうな印象を受けまし
た。私もいつか両親の介護をしなくちゃいけないかもしれない、また、少しでも母の手助けが出来たらと思
い、介護に対しての興味が湧き、介護施設で働いてみようと思いました。
　知識も経験も浅く、不安でしかなかった私でしたが、優しく丁寧に指導してくれた介護職員の先輩方のお
かげで、知識ゼロだった私も少し成長できたのかなと思っています。両親がもし介護が必要になった時、自
分を頼ってほしいという気持ちもありますが、当面は、それぞれの人生を歩んでこられた利用者様とお話を
したり、生活のお手伝いをさせて頂くことで、さらに介護の知識を深め、利用者様に頼られる職員を目指し
ていきます。

「介護をしようと思ったきっかけ」 　　　 特別養護老人ホーム清和園　伊藤 侑芽


